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〔 ２ 〕令和5年5月号

令和５年　第１回定例会

158億7,500万円

26億7,737万円

2億5,258万円

20億5,629万円
特別会計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介　護　保　険

熊石地域簡易水道

下　　水　　道

農 業 集 落 排 水

病　　　　　　院

8,684万円

11億8,728万円

2億2,960万円

80億9,785万円

6億6,648万円

311億2,929万円

水　　　　　　道

合　　　　　計

一　般　会　計

企業会計

予算 158億7, 500万円
予算総額311億2, 928万6千円

一般会計歳出　158億7, 500万円

一般会計歳入 158億7, 500万円 令和５年度会計別予算

近隣町と比べてみると
七飯町は113億3, 400万円
森町は113億970万円



〔 ３ 〕 令和5年5月号

令和５年度一般会計
特別会計・企業会計を含めた

貯金と借金の状況は？？

令和４・５年度は見込み

一般会計予算の推移

第１回定例会

令和５年

　ふるさと応援寄附金及び企業版ふるさと応援寄附金については、これまで積極的な取り組みにより成果とし
て表れておりますが、近年は減少傾向に転じているとともに、財政全般においては、第２期八雲町総合計画実
施計画と令和９年までの一般会計財政試算が示されましたが、決して安心できる財政見通しとはなっていない
状況であります。
　そのような中で、事業の実施にあたっては事業実施計画に基づき、事業の経過を検証しつつ、その時々の情
勢を見極め、丁寧かつ慎重に進めることが重要であることを認識され取り組まれること、また、新庁舎建設事
業などの大型事業も予定されている中、財政を見通したうえで計画を立てることは無論でありますが、誰もが
納得できる計画性・透明性に努めていただきたいと強く要請するものです。
　さらに八雲総合病院においては、令和５年度以降は新型コロナ感染症対策に伴う補助金の交付が見込めない
ことから、コロナ禍以前の経営状況になりかねないと思われます。引き続き健全経営に努められることを要請
するとともに、議会としても今後の経営状況に注視していきたいと考えております。

予算特別委員会委員長報告
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地域おこし協力隊配置事業
9, 397万1千円

郵便局行政事務包括業務委託事業
75万4千円

海岸漂着物処理事業
2,575万5千円

Ｕ・Ⅰターン就職奨励金事業
2, 500万円

熊石地域サーモン養殖試験事業

木彫り熊100周年記念事業
429万円

第１回定例会
令和５年３月８日～３月16日
議案35件、諮問１件、発案２件を審議し、いずれも全会一致で原案どおり可決しました。

トラウトサーモンの海中養殖試験に対する補助金
《関連事業》
　サーモン種苗生産施設整備事業　　 　3,256万8千円
　サーモン養殖付加価値向上推進事業　　494万6千円

　流木及び浮き球等の廃プラスチッ
ク類の大量漂着に伴う漁業被害防止
と船舶の安全航行の確保並びに海岸
環境の保全を目的とした漂着物回収
処理業務
回収区間：黒岩海岸　約1.8㎞ほか

新規作物導入検討事業
281万9千円

醸造用ぶどうの委託栽培による実証試験
植付本数300本（町内農家２戸）

　相沼泊川出張所の廃止に伴い「地方公共団体の特定の事務の郵便局
における取扱いに関する法律」により、町民の利便性の向上等を図る
目的で出張所エリアを拠点とする館平郵便局へ事務を包括委託

防犯カメラ設置事業
85万4千円

通学路における児童等の防犯対策として防犯カメラを設置

2, 852万7千円
　

産
業
振
興
及
び
労
働
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
者
で
転

入
し
て
か
ら
１
年
以
内
に
正
規
雇
用
さ

れ
た
者
に
対
し
奨
励
金
を
交
付

　「地域活動」に従事する都市住民を受け入れ
し、その後の定住を目指す
　継続11名、新規11名

　令和６年３月に
木彫り熊発祥100
年の節目を迎える
ことから、八雲の
木彫り熊の歴史と
文化をたどり、令
和６年度の100周
年を広く周知する

初年度30万円（奨励金）
２年目20万円（商品券）

八雲小学校側地下
道、八雲駅前、八
雲郵便局交差点の
３ヶ所

15,000尾
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空家等対策事業
1, 600万円

地域公共交通網形成事業
2, 514万8千円

温暖化対策実行計画策定事業
436万6千円

大新スポーツ公園多目的トイレ整備事業
4, 925万8千円

熊石総合センター大規模改修事業
１億6, 874万5千円

ウクライナ避難民等受入事業
1, 365万3千円

令和５年
第１回定例会は上記の日程で開かれ、令和５年度予算、令和４年度補正予算、条例改正など

新役場庁舎等整備事業

旧国立病院建物解体工事実施設計業務　　 3,025万円
旧国立病院宿舎解体工事実施設計業務　  200万2千円
旧国立病院宿舎解体工事　　　　　　　2,239万6千円

5, 464万8千円　

地
域
公
共
交
通
網
を
再
構
築

す
る
た
め
の
協
議
・
検
討
等
の

実
施
、
地
域
公
共
交
通
計
画
等

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

・特定空家等の解体支援 ２戸　補助率50％（上限50万円）
・改修による空家等の再生支援　３戸　補助率50％（上限100万円）
・戸建空家の解体支援　 24戸　補助率50％（上限50万円）

・ロシアの軍事侵攻により生命や平和な世界が脅かされ、
　祖国ウクライナを余儀なく出国せざるを得なくなった
　避難民の受入れ体制を整備
・関係人口の受入れ等により施設の有効活用を図る

　町内の区域から排出される温室効果ガスを抑制
するとともに、2050年カーボンニュートラル実現
を図るため、地球温暖化対策実行計画を策定する

空家等対策事業
1 600万円

、

解体支援 24戸　補助率50％（上

管理棟の横に新築
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 総
括
質
疑

Ｑ
　
町
長
は
就
任
以
来
、
人
材
育
成
、

雇
用
の
創
出
、
産
業
の
活
性
化
を
提
唱

し
て
き
た
が
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
は

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
赤
井
）

Ａ
　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

以
上
に
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

（
町
長
）

Ｑ
　
教
育
執
行
方
針
の
中
に
、
子
ど
も

達
の
「
自
己
有
用
感
を
育
む
と
と
も
に
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
「
自
己
有

用
感
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
か
。（
三

澤
）

Ａ
　「
自
己
肯
定
感
」
は
自
分
の
価
値
や

存
在
意
義
を
肯
定
的
に
思
う
感
情
だ
と

思
う
が
、「
自
己
有
用
感
」
は
自
分
が
他

者
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
感

覚
で
あ
る
と
思
う
。

　
新
規
事
業
で
あ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
他
者
に
対
す
る
目
線
を
育
て
て

い
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
事
業
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、「
自
己
有
用
感
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
た
。（
教
育
長
）

　
 総
　
務
　
費

地
域
公
共
交
通
網
形
成
事
業

Ｑ
　
２
月
の
実
証
実
験
の
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
。（
佐
藤
）

Ａ
　
５
人
の
利
用
だ
っ
た
、
町
民
の
利

用
し
や
す
い
時
間
帯
や
運
行
経
路
を
考

え
な
が
ら
、
い
い
方
向
を
探
っ
て
い
き

た
い
。（
町
長
）

国
道
等
建
設
促
進
要
望
事
業

Ｑ
　
要
望
書
の
作
成
業
務
に
５
８
１
万

円
も
必
要
な
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
基
本
的
に
要
望
書
の
作
成
が
メ
イ

ン
。
内
容
は
具
体
的
に
は
定
ま
っ
て
い

な
い
が
、
国
道
２
７
７
号
線
を
整
備
で

き
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
コ
ン
サ
ル
に
お
願
い
し
要
望
書

の
作
成
を
依
頼
す
る
。（
課
長
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
配
置
事
業

Ｑ
　
事
業
開
始
か
ら
　
年
、
協
力
隊
の

１０

定
着
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。（
牧
野
）

Ａ
　
定
住
率
は
７
割
で
あ
る
が
、
定
着

率
に
つ
い
て
は
協
力
隊
を
辞
め
た
直
後

の
動
向
し
か
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
。

（
課
長
）

Ｑ
　
協
力
隊
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と

い
う
扱
い
の
た
め
活
動
し
に
く
い
の
で

は
？
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

を
工
夫
す
る
こ
と
で
定
住
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
最
大
限
対
応
し
て
い
る
。
想
像
し

て
い
た
仕
事
と
違
う
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
、
担
当
課
が
窓
口
と
な
っ
て
相
談

に
乗
り
、
意
向
に
沿
っ
た
業
務
内
容
に

変
更
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

（
課
長
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

Ｑ
　
町
内
会
の
枠
を
超
え
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
資
す
る
事
業
に
利
用
で
き
な

い
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
町
内
会
単
位
で
な
く
て
も
交
付
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
で
相
談
し
て
ほ
し

い
。（
課
長
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事
業

Ｑ
　
全
国
的
に
寄
附
金
の
金
額
は
増
え

て
い
る
が
、
八
雲
は
下
が
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
？
（
関
口
）

Ａ
　
返
礼
品
が
イ
ク
ラ
だ
け
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
二

海
サ
ー
モ
ン
の
加
工
品
や
北
里
八
雲
牛
、

日
本
ハ
ム
の
豚
肉
な
ど
、
工
夫
し
て
い

き
た
い
。（
町
長
）

郵
便
局
行
政
事
務
包
括
業
務
委
託
事
業

Ｑ
　
相
沼
泊
川
出
張
所
の
廃
止
に
伴
う

 斎  藤 　　 實 　委員長
さい とう まこと
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費
用
対
効
果
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、

市
街
地
に
も
増
や
し
て
い
く
べ
き
で

は
？
（
大
久
保
）

Ａ
　
今
後
、増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。（
町
長
）

地
域
防
災
計
画
改
定
事
業

Ｑ
　
避
難
所
で
は
女
性
の
視
点
が
必
要

に
な
る
。
八
雲
町
防
災
会
議
の
委
員
に

女
性
は
何
人
い
る
か
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
現
在
、
女
性
の
委
員
は
ゼ
ロ
で
あ

る
が
、
３
割
に
な
る
よ
う
配
慮
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

旧
す
ま
ぃ
る
熊
石
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
こ
の
施
設
の
利
用
は
い
つ
か
ら
開

始
し
、
そ
の
内
容
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
地
域
の
活
性
化
拠
点
施
設
と
し
て

活
用
。
お
試
し
住
宅
と
し
て
７
月
以
降
、

活
用
し
て
い
き
た
い
。（
課
長
）

Ｑ
　
空
き
部
屋
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
に

利
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
可
能
で
あ
れ
ば
活
用
し
て
い
き
た

い
。（
町
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

Ｑ
　
学
校
側
の
希
望
で
交
通
量
の
多
い

所
に
設
置
す
る
と
あ
る
が
、
人
目
に
付

き
に
く
い
場
所
に
こ
そ
必
要
で
は
な
い

か
。（
三
澤
）

Ａ
　
警
察
に
も
相
談
し
、
登
下
校
の
多

い
と
こ
ろ
と
し
て
八
雲
小
学
校
側
に
出

る
地
下
道
、
八
雲
駅
前
、
八
雲
郵
便
局

の
交
差
点
の
３
箇
所
に
設
置
す
る
。

（
課
長
）

選
挙
費

Ｑ
　
投
票
所
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
移

動
投
票
所
を
考
え
て
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
移
動
期
日
前
投
票
は
昨
年
か
ら
上

八
雲
地
区
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
局
長
）

　
 民
　
生
　
費

冬
期
福
祉
手
当
給
付
事
業

Ｑ
　
昨
年
度
は
１
万
円
で
あ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
予
算
で
は
５
千
円
に
な
っ

て
い
る
。
見
直
す
考
え
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
今
後
の
経
過
を
見
な
が
ら
、
必
要

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。（
課
長
）

　
 衛
　
生
　
費

高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

Ｑ
　
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
は
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

（
佐
藤
）

Ａ
　
高
齢
者
は
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い

た
め
助
成
を
し
て
い
る
。
全
国
的
に
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
し
て
助
成
を
す

る
の
は
難
し
い
状
況
。（
課
長
）

渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
負
担
金

Ｑ
　
ク
リ
ー
ン
渡
島
の
今
後
は
ど
う
な

る
の
か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
令
和
　
年
に
広
域
連
合
が
終
了
し
、

１４

そ
の
後
の
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

八
雲
町
と
し
て
も
議
論
を
深
め
、
方
向

性
を
定
め
た
い
。（
町
長
）

 能  登  谷 　 正  人 　副委員長
の と や まさ と

移動投票移動投票所所

生
ご
み
と
紙
ご
み
を
同
時
に
処
理
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
探
っ
て
ほ
し
い
。

（
三
澤
）
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 商
　
工
　
費

鉛
川
観
光
施
設
泉
源
管
理
事
業

鉛
川
観
光
施
設
改
修
事
業

Ｑ
　
鉛
川
観
光
施
設
に
お
い
て
、
町
の

所
有
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
水
道
施
設
、
浄
水
設
備
及
び
温
泉

設
備
は
町
が
所
有
し
て
い
る
。
温
泉
施

設
に
つ
い
て
は
、
管
理
し
て
い
る
業
者

と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
貸
付
け
て

い
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
賃
貸
し
て
い
る
施
設
を
町
費
で
改

修
す
る
と
い
う
こ
と
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
令
和
５
年
度
は
水
道
施
設
の
改
修

工
事
、
浄
水
設
備
及
び
温
泉
設
備
の
実

施
設
計
業
務
な
ど
で
あ
る
。
町
が
管
理

し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
町
が
責
任

を
持
っ
て
改
修
を
行
う
。（
課
長
）

Ｑ
　
本
来
、
令
和
３
年
３
月
に
譲
渡
す

る
計
画
だ
っ
た
。
契
約
時
に
改
修
計
画

が
あ
っ
た
の
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
今
、

改
修
す
る
の
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
。（
三
澤
）

Ａ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
か
ら
契
約
期
間
を
３
年
間
延
長
し

た
。
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
以
前

か
ら
課
題
で
あ
っ
た
が
着
手
で
き
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
譲
渡
の
時
期
と
重

な
っ
た
。（
課
長
）

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
同
じ
観
光
宿
泊
業
を

さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
、
不
公
平
に

な
る
の
で
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
観
光
施
設
と
し
て
町
が
維
持
し
て

き
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
良
い
か
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
町
が
整
備
し
て
か
ら
無
償
譲
渡
す

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
細
か
な
約

束
事
は
な
か
っ
た
の
か
。（
横
田
）

Ａ
　
き
ち
ん
と
話
を
し
て
こ
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
っ
た
が
、
総
合
的
に
考
え
て
、

民
間
に
譲
渡
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
と

判
断
し
た
。（
町
長
）

Ｑ
　
令
和
３
年
に
無
償
譲
渡
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の

総
合
計
画
に
載
っ
て
い
た
は
ず
で
は
？

（
佐
藤
）

Ａ
　
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
ず
、
計
画

を
出
せ
な
か
っ
た
。
今
回
は
方
向
性
が

決
ま
っ
た
の
で
掲
載
し
た
。（
町
長
）

Ｑ
　
一
事
業
者
に
対
す
る
補
助
額
が
大

き
す
ぎ
る
と
思
う
が
。（
佐
藤
）

Ａ
　
過
去
に
町
営
で
行
っ
て
き
た
施
設

を
民
間
に
譲
渡
し
た
時
に
補
助
金
を
出

し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
の
時
の
考
え

方
を
参
考
に
し
て
い
る
。（
課
長
）

　
 農
　
業
　
費

新
規
作
物
導
入
検
討
事
業

Ｑ
　
総
合
計
画
に
ぶ
ど
う
の
計
画
は
あ

る
が
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
の
記
載
が
な

い
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
る
の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
考
え

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
令
和
５

年
度
に
計
画
を
立
て
て
提
案
し
た
い
。

（
町
長
）

Ｑ
　
今
年
の
秋
に
収
穫
す
る
ぶ
ど
う
の

行
先
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
お
願
い
し
、
来
年
の
秋
に
ワ
イ

ン
に
な
る
予
定
。（
町
長
）

　
 水
　
産
　
費

熊
石
地
域
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
養
殖
試
験
事
業

Ｑ
　
事
業
の
期
間
は
？
（
関
口
）

Ａ
　
東
北
地
方
か
ら
　
 ㎜
 の
種
苗
を
購

３０

入
し
、
１
年
陸
上
で
中
間
育
成
し
、
更

に
１
年
海
中
で
養
殖
す
る
。
そ
れ
を
２

サ
イ
ク
ル
実
施
す
る
た
め
、
４
年
間
の

事
業
と
な
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
熊
石
と
い
え
ば
ア
ワ
ビ
な
の
で
、

サ
ー
モ
ン
を
補
完
す
る
意
味
で
も
必
要
。

漁
業
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
檜
山
沿
岸

地
域
の
漁
業
の
活
性
化
に
な
る
の
で
は
。

（
関
口
）

Ａ
　
サ
ー
モ
ン
と
ア
ワ
ビ
は
セ
ッ
ト
だ

と
思
っ
て
い
る
。
公
設
民
営
で
陸
上
養

殖
を
検
討
し
て
い
る
。（
町
長
）

おぼこ荘レクリエーションセンター



〔 ９ 〕 令和5年5月号

コ
ン
ブ
礁
造
成
事
業

Ｑ
　
国
・
道
の
補
助
金
が
　
％
入
っ
て

９０

い
る
事
業
な
の
で
、
も
っ
と
漁
場
整
備

に
力
を
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
。（
黒
島
）

Ａ
　
再
度
、
漁
協
と
協
議
し
て
い
く
。

（
町
長
）

サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業

Ｑ
　
改
修
予
備
設
計
、
土
質
調
査
に
つ

い
て
、
既
存
の
施
設
を
改
修
す
る
の
か
。

（
横
田
）

Ａ
　
既
存
の
施
設
を
増
設
し
、
生
産
量

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。（
室
長
）

Ｑ
　
総
額
　
億
３
千
万
円
も
か
か
る
事

１０

業
。
軌
道
に
乗
せ
て
い
け
る
の
か
。

（
赤
井
）

Ａ
　
こ
の
秋
に
向
か
っ
て
の
幼
魚
は
北

海
道
の
各
地
域
か
ら
多
く
の
要
望
が
あ

る
。
本
州
か
ら
買
う
よ
り
も
運
賃
が
安

く
、
漁
業
者
も
利
益
が
出
る
仕
組
み
だ
。

（
町
長
）

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
改
修
事
業

Ｑ
　
今
の
会
社
と
の
契
約
は
い
つ
か
ら

か
。
肥
料
登
録
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
三
澤
）

Ａ
　
３
年
前
の
４
月
か
ら
の
契
約
。
肥

料
登
録
に
つ
い
て
は
成
分
分
析
を
し
て

い
な
い
の
で
登
録
し
て
い
な
い
。（
課

長
）

Ｑ
　
肥
料
を
作
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

５
４
０
０
万
円
の
改
修
費
は
ど
う
な
の

か
。（
三
澤
）

Ａ
　
建
物
は
町
の
施
設
な
の
で
町
が
改

修
す
る
。（
町
長
）

Ｑ
　
作
業
実
績
が
見
え
る
よ
う
に
す
べ

き
。（
三
澤
）

Ａ
　
バ
イ
オ
サ
イ
ク
ル
組
合
に
委
託
し

て
い
る
の
で
、
組
合
と
話
し
合
い
な
が

ら
検
討
し
た
い
。（
町
長
）

　
 教
　
育
　
費

小
学
校
校
舎
等
解
体
事
業

Ｑ
　
校
舎
解
体
に
か
か
る
起
債
は
？

（
関
口
）

Ａ
　
解
体
の
み
で
は
起
債
は
使
え
な
い

が
、
関
内
地
区
に
つ
い
て
は
解
体
後
に

地
域
会
館
や
消
防
格
納
庫
を
建
設
す
る

こ
と
で
辺
地
債
を
充
当
し
た
。（
課
長
）

Ｑ
　
解
体
費
は
将
来
の
負
担
に
な
る
た

め
、
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。（
関
口
）

Ａ
　
校
舎
の
有
効
活
用
を
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

木
彫
り
熊
１
０
０
周
年
記
念
事
業

Ｑ
　
教
育
委
員
会
と
と
も
に
町
民
の

方
々
も
木
彫
り
熊
の
歴
史
を
大
切
に
し

て
き
た
と
思
う
の
で
、
一
緒
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。（
赤
井
）

Ａ
　
町
民
の
皆
さ
ん
で
お
祝
い
す
る
記

念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
、
協
賛
し
て
く
れ
る
人
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。（
課
長
）

　
 歳
　
　
　
入

Ｑ
　
国
や
道
か
ら
入
っ
て
来
る
お
金
は

全
て
行
き
先
が
決
ま
っ
て
い
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
だ
け
が
余
裕
を
持
っ
て
使
え

る
お
金
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
が
不

安
。（
赤
井
）

Ａ
　
基
金
が
あ
る
の
で
心
配
は
な
い
が
、

慎
重
に
取
り
組
む
。（
町
長
）

　
 病
院
事
業
会
計

Ｑ
　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
指
導
は
、
こ

の
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る

の
か
。（
赤
井
）

Ａ
　
各
種
加
算
の
取
得
、
入
院
基
本
料
、

病
棟
転
換
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
等
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
導
入
後
の
効
果

は
概
算
で
年
間
１
億
３
千
万
円
程
度
の

増
収
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。（
課
長
）

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
病
床
の
空
床
補
償
が
、
感

染
症
法
上
の
分
類
で
２
類
か
ら
５
類
へ

の
移
行
と
な
っ
た
場
合
、
１
床
当
た
り

の
交
付
金
の
見
込
み
は
。（
佐
藤
）

Ａ
　
令
和
５
年
度
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
交

付
金
の
見
込
み
は
半
分
に
な
る
。
今
後

は
相
当
経
営
的
に
厳
し
く
な
る
。（
課

長
）

サーモン種苗生産施設（熊石）

町
民
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る
病
院
で
あ

る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も

働
き
や
す
い
病
院
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

（
赤
井
）

使
用
し
な
け
れ
ば
、
早
め
に
判
断
す
る

べ
き
で
は
。（
関
口
）



令和5年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和5年5月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

リ
テ
ィ
対
策
基
準
」
な
ど
に
よ
り
、
取

扱
い
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
情
報
漏
洩
の
対
策
と
し
て
は
、
多
要

素
認
証
の
導
入
等
に
よ
り
、
情
報
の
流

出
を
防
ぐ
措
置
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、

特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
す
べ
て
の

職
員
を
対
象
に
「
特
定
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
関
す
る
教
育
研
修
」
と
「
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
」
を
実
施
し
て
い

る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
に

つ
い
て
、
八
雲
町
の
状
況
は
、
交
付
率

は
９
９
５
５
枚
で
　
・
９
％
、
申
請
率

６４

は
１
万
１
８
０
１
枚
で
　
・
９
％
で
あ

７６

る
。（
令
和
５
年
２
月
　
日
現
在
）

１９

③
町
内
病
院
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
八

雲
総
合
病
院
、
熊
石
国
保
病
院
に
お
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

保
険
証
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

④
限
度
額
適
用
認
定
証
の
書
類
申
請
手

 斎  藤 　　 實  議員
さい とう まこと 問

 
　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
心

配
さ
れ
る
が
、
個
人
情
報
管
理
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
普
及
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

③
町
内
病
院
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

④
高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
場
合
、

限
度
額
適
用
認
定
証
の
書
類
申
請
手
続

き
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

 町
長
 

①
個
人
情
報
管
理
に
つ
い
て

は
、
法
令
や
条
例
等
の
ほ
か
、「
特
定
個

人
情
報
取
扱
実
施
手
順
」「
情
報
セ
キ
ュ

続
き
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
健
康
保
険
証
を
提
示
し
、

本
人
同
意
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
医

療
費
の
限
度
額
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

 問
 
　
個
人
情
報
の
漏
洩
に
つ
い
て
は

不
安
が
あ
る
こ
と
と
、
普
及
率
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
も
良
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

 町
長
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
は

じ
め
、
役
場
に
は
個
人
情
報
が
多
く
あ

る
た
め
、
町
民
の
不
安
に
な
ら
な
い
よ

う
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
申
請
に
つ
い
て
は
、
八
雲
町
は
高
い

申
請
率
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
国
の
方
針
次
第
で
は
、
新
た
な
方

策
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
個
人
情
報
管
理
は
？

Ａ
 対
策
を
講
じ
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
る



町政を問う

〔 １１ 〕 令和5年5月号

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ 問

 
　
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

耳
鼻
咽
喉
科
の
杉
浦
彩
子
氏
ら
は
、
中

等
度
難
聴
の
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
４

４０

７９

０
７
人
を
追
跡
調
査
し
た
結
果
、「
補

聴
器
の
使
用
が
一
般
的
知
識
の
低
下
に

対
す
る
保
護
効
果
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
る
。」
と
結
論
付
け
た
。

　
補
聴
器
使
用
で
認
知
機
能
の
低
下
を

抑
え
る
効
果
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
医

療
や
介
護
に
か
か
る
経
費
も
抑
制
で
き

る
と
考
え
る
。
高
齢
者
の
元
気
の
た
め

に
補
聴
器
の
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 町
長
 

国
と
し
て
方
針
等
が
出
さ
れ

た
場
合
は
、
町
と
し
て
検
討
す
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
町
独
自
で
の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

 問
 
　
２
０
１
５
年
に
厚
生
労
働
省
は

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
認
知
症
施
策
推

進
総
合
戦
略
」
を
発
表
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
中
に
、
認
知
症
の
危

険
因
子
と
し
て
初
め
て
難
聴
が
加
え
ら

れ
た
。
し
か
も
認
知
症
の
要
因
と
し
て

加
齢
、
遺
伝
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喫

煙
、
頭
部
外
傷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
中
で
最
も
危
険
な
の
が
難
聴
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
全
国
で
は
１
２

２
の
自
治
体
で
補
聴
器
の
助
成
が
進
ん

で
い
る
。

　
町
は
ぜ
ひ
、
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
を

学
び
、
補
聴
器
助
成
に
繋
げ
て
も
ら
い

た
い
。

 町
長
 

認
知
症
ば
か
り
で
な
く
、
難

聴
の
方
が
多
い
こ
と
も
認
識
し
た
の
で
、

補
助
等
、
ど
ん
な
こ
と
が
い
い
の
か
研

究
し
た
い
。

 問
 
　
総
合
病
院
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
、
満
足
さ
れ
る
医
療
を

提
供
す
る
。」
と
、
理
念
に
掲
げ
て
い
る
。

　
先
日
、
外
来
を
訪
れ
た
患
者
に
対
し
、

「
予
約
の
み
し
か
受
け
付
け
な
い
。」
と

し
て
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
断
っ

Ｑ
 補
聴
器
助
成
で
認
知
機
能
低
下
抑
制
を

Ａ
 ど
ん
な
こ
と
が
い
い
の
か
、
研
究
し
た
い

た
事
例
が
あ
っ
た
。
理
念
に
添
う
た
め

に
は
患
者
満
足
度
調
査
等
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

 町
長
 
「
患
者
様
ご
意
見
箱
」
を
院
内

　
箇
所
に
設
置
し
て
改
善
策
等
協
議
の

１３う
え
、
回
答
内
容
は
廊
下
側
掲
示
板
に

掲
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
信
頼
さ
れ
、
満
足
さ
れ
る
医
療
へ
と

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
調
査
は

実
施
し
な
い
。

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
平
成
　30

年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
再
度
の
調
査

が
必
要
で
は
？
（
佐
藤
）

日常生活での「きこえ」の程度
難聴区分

（デシベル）

正常値（よく聞こえる）２５未満

軽度難聴（小さい声が聞き取りにくい）２５～４０

中等度難聴（日常会話に支障あり）４０～７０

高度難聴（大きな声でも聞き取りにくい）７０～９０

重度難聴（ほとんどわからない）９０以上

Ａ
　実
施
は
考
え
て
い
な
い

Ｑ
　総
合
病
院

　
　
　
　
 患
者
満
足
度
調
査
を

㈳日本補聴器販売店協会ホームページより

総合病院の経営方針
１　患者の意思を尊重し、患者中心の

医療を行います。

２　地域の中核病院として住民の要請
に応えるため、高度医療、救急医
療を充実します。

３　地域医療を支援するため、病々・
病診連携に努めます。

４　親しまれ、信頼される病院づくり
に努めます。

５　医療技術向上のため、日々研鑽い
たします。

信
頼
し
て
い
な
い
か
ら
質
問
し
た
の
に
、

調
査
結
果
は
信
じ
る
の
？
（
三
澤
）
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い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

 問
 
　
２
０
１
９
年
の
地
質
学
会
で
出

さ
れ
て
い
る
論
文
に
は
、
黒
岩
、
山
崎
、

立
岩
に
続
く
八
雲
断
層
の
他
に
、
遊
楽

部
川
を
越
え
た
、
春
日
、
大
新
、
さ
ら

に
上
八
雲
に
も
新
た
に
断
層
が
確
認
さ

れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
新
幹
線
工
事
に
つ
い
て
は
活
断
層
の

存
在
を
考
慮
し
た
工
事
の
進
め
方
や
安

全
管
理
、
ま
た
要
対
策
土
の
置
場
や
置

き
方
な
ど
、
再
度
の
議
論
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

 町
長
 

活
断
層
に
つ
い
て
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
に
説
明
を
求
め
る
が
、「
安

全
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
を
信

じ
る
。
他
の
専
門
家
等
に
更
な
る
説
明

を
求
め
る
こ
と
ま
で
は
し
な
い
。

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

Ｑ
 「
八
雲
に
は
活
断
層
が
あ
る
」
を
前
提
に
新
幹
線
工
事
を

Ａ
 鉄
道
・
運
輸
機
構
に
は
聞
く
が
…

 問
 
　
こ
れ
ま
で
八
雲
町
内
に
あ
る
活

断
層
の
危
険
性
が
議
論
さ
れ
ず
に
新
幹

線
工
事
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
ん

で
き
た
。
私
た
ち
議
会
も
認
識
を
新
た

に
す
る
が
、
町
も
活
断
層
の
危
険
性
に

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 町
長
 

八
雲
町
に
影
響
が
大
き
い
活

断
層
に
つ
い
て
は
、
黒
松
内
低
地
断
層

帯
に
よ
る
地
震
が
北
海
道
か
ら
公
表
さ

れ
て
い
る
が
、
北
海
道
総
合
地
質
学
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
、
八
雲

町
の
花
浦
か
ら
立
岩
付
近
に
か
け
て
の

八
雲
断
層
は
詳
し
い
調
査
が
行
わ
れ
て

黒
岩
Ｃ
地
区
は
、断
層
上
に

あ
る
の
で
は
？（
三
澤
）

　

右
の
図
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
活
断
層

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
北

海
道
南
部
、
内
浦
湾
西
岸
を
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
延

び
る
西
側
隆
起
の
逆
断
層
「
八
雲
起
震
断
層
」
を

示
す
地
図
で
す
。

　

こ
の
活
断
層
の
危
険
度
を
認
識
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
で

済
ま
す
の
か
、
「
い
つ
か
起
こ
る
の
だ
か
ら
危
険

は
避
け
よ
う
、
備
え
よ
う
」
な
の
か
・
・
・
。

　

重
金
属
を
含
ん
で
い
る
「
要
対
策
土
」
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
は
、
安
全
が
保
障
さ
れ
た
納
得
で

き
る
説
明
に
な
る
ま
で
議
論
を
続
け
る
つ
も
り
で

す
。
（
三
澤
）



町政を問う

〔 １３ 〕 令和5年5月号

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
①
町
が
資
金
を
出
し
て
ウ
ニ
、

ア
ワ
ビ
、
昆
布
、
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
試

験
と
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
を
行
っ
て

い
る
が
、
ど
こ
が
ゴ
ー
ル
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
後
継
者
は
育
っ
て
い
る
の
か
。

②
こ
の
冬
は
酪
農
家
の
方
の
ケ
ガ
等
が

多
く
、
ヘ
ル
パ
ー
不
足
が
生
じ
て
い
る

と
聞
い
た
。
研
修
牧
場
が
ヘ
ル
パ
ー
的

な
役
割
を
担
え
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

 町
長
 

①
サ
ー
モ
ン
の
海
面
養
殖
事

業
は
令
和
６
年
の
水
揚
げ
ま
で
支
援
し
、

そ
の
後
は
熊
石
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
部
会

が
自
立
運
営
を
す
る
。
種
苗
生
産
は
、

町
と
企
業
が
出
資
し
て
サ
ー
モ
ン
種
苗

生
産
法
人
を
設
立
・
運
営
し
、
さ
ら
に

陸
上
養
殖
も
検
討
中
。

　
痩
せ
ウ
ニ
の
実
入
り
向
上
試
験
は
落

部
漁
協
が
主
体
と
な
り
、
北
大
の
指

導
・
協
力
に
よ
り
、
実
入
り
の
あ
る
商

品
価
値
の
高
い
ウ
ニ
が
養
殖
で
き
、
利

益
が
見
込
め
る
状
況
で
、
今
年
度
か
ら

自
立
化
を
目
指
す
。

　
熊
石
コ
ン
ブ
養
殖
試
験
事
業
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
５
年
間
実
施
予
定
で
、

コ
ン
ブ
養
殖
の
拡
大
、
磯
焼
け
の
解
消
、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
へ
と
繋
げ
た

い
。

　
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
養
殖
は
、
令
和
５
年
度

か
ら
４
年
間
、
熊
石
地
域
で
実
施
し
、

今
後
の
ア
ワ
ビ
養
殖
漁
業
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
基
礎
調
査
を
行
な
う
。

　
醸
造
用
ぶ
ど
う
は
新
幹
線
札
幌
延
伸

ま
で
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設
、
稼
働
を

Ｑ
 産
業
振
興
の
行
方
は
？

Ａ
 新
幹
線
開
業
に
向
け
、
ご
当
地
食
材
を
！

目
指
し
、
令
和
５
～
６
年
度
に
、
事
業

計
画
・
基
本
構
想
等
を
策
定
す
る
中
で
、

事
業
規
模
、
収
支
計
画
を
検
討
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
予
定
。

②
研
修
牧
場
稼
働
か
ら
２
年
目
を
迎
え

る
が
、
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に

注
力
し
、
研
修
部
門
の
事
業
拡
大
が
進

ん
で
い
な
い
。
今
後
、
経
営
の
安
定
化

や
研
修
の
充
実
を
図
り
、
地
域
全
体
の

農
業
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

 問
 
　
町
が
資
金
を
出
し
て
産
業
を
進

め
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
後
継
者
は
育
っ

て
い
る
の
か
、
今
後
も
持
続
可
能
な
水

産
業
と
な
る
の
か
が
心
配
。

 町
長
 

サ
ー
モ
ン
養
殖
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

間
違
い
な
く
人
は
来
る
。
Ａ
Ｉ
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
漁
業
の
よ
う
な
も
の
を

想
定
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
人
口
減
少
に
よ
り
各
企
業
は
も

ち
ろ
ん
、
役
場
も
働
き
手
不
足
が
喫
緊

ワインになれるのかなワインになれるのかな？？

の
課
題
で
あ
る
。
業
務
委
託
を
含
め
、

機
構
改
革
な
ど
、
職
員
が
足
り
な
く
て

も
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
早
急
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

他
自
治
体
の
色
々
な
取
り
組
み
等
も
研

究
す
る
べ
き
で
は
？

 町
長
 

今
後
も
必
要
な
職
員
数
を
採

用
す
る
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
業
務

内
容
の
見
直
し
に
よ
る
組
織
改
編
や
Ｄ

Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な

職
員
配
置
と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
熊
石
地
域
の
「
郵
便
局
行
政

事
務
包
括
業
務
委
託
」
の
例
も
あ
り
、

引
き
続
き
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
た
め
、
業
務
委
託
に
つ
い
て

調
査
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
他
の
自
治
体
へ
の
研
修
は
難
し
い
が
、

で
き
る
方
法
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

Ａ
　新
庁
舎
と
併
せ
て
考
え
た
い

Ｑ
　機
構
改
革
が
必
要
で
は
？
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 町
長
 

町
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮

す
る
方
々
に
低
廉
な
家
賃
で
入
居
い
た

だ
い
て
い
る
住
宅
で
あ
る
。

　
共
用
部
分
の
維
持
管
理
費
用
で
あ
る

共
益
費
に
つ
い
て
も
、
電
気
料
な
ど
の

必
要
最
低
限
の
負
担
に
留
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
自
ら
の
生
活
に
起
因
す

る
こ
と
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
理
解
を
求

め
て
入
居
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

 問
 
　
共
用
部
分
の
負
担
は
わ
か
る
が
、

雪
だ
と
か
自
然
災
害
に
近
い
よ
う
な
も

の
を
入
居
者
負
担
と
い
う
の
は
、
管
理

者
と
し
て
は
少
し
違
う
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 町
長
 

入
居
者
の
管
理
が
悪
く
て
壊

れ
た
場
合
は
、
入
居
者
が
支
払
う
と
い

う
の
が
、
一
般
的
な
ル
ー
ル
。

　
ま
た
、
入
居
者
に
は
、
入
居
時
に
一

通
り
説
明
し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
う

え
で
入
居
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し

Ｑ
 出
雲
町
団
地
の
雪
庇
処
理
は
？

Ａ
 理
解
い
た
だ
き
入
居
し
て
い
る

 問
 
　
雪
に
よ
り
軒
先
が
損
傷
し
た
出

雲
町
団
地
に
「
屋
根
の
雪
庇
処
理
に
つ

い
て
（
お
願
い
）」
の
文
書
が
配
布
さ
れ

た
。
そ
の
文
書
に
は
、
雪
で
の
破
損
に

つ
い
て
は
自
力
で
処
理
、
も
し
く
は
業

者
に
依
頼
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い
る
。

町
営
住
宅
に
は
高
齢
者
や
収
入
の
少
な

い
方
が
入
居
し
て
い
る
と
思
う
が
、
屋

根
か
ら
の
雪
降
ろ
し
や
雪
の
重
み
に
よ

る
軒
先
破
損
、
雪
の
落
下
に
よ
る
窓
ガ

ラ
ス
の
破
損
な
ど
、
大
家
で
あ
る
町
が

費
用
負
担
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

 問
 
　
八
雲
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
、
経
験
や
資
格
が
求
め
ら
れ
て
い
る

専
門
性
及
び
持
続
性
の
高
い
業
務
に
任

用
さ
れ
て
い
る
職
員
は
正
規
雇
用
と
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

 町
長
 

八
雲
町
の
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
病
院
も
合
わ
せ
年
間
４
０
０
人

を
超
え
る
職
員
を
任
用
し
て
お
り
、
多

様
化
す
る
行
政
業
務
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
。　

　
報
酬
に
つ
い
て
は
、
職
種
ご
と
に
月

額
、
日
額
、
時
給
で
支
給
し
て
お
り
、

業
務
内
容
に
応
じ
報
酬
額
を
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
八
雲
町
で
は
他
の
自
治
体

で
は
原
則
支
給
し
て
い
な
い
勤
勉
手
当

に
つ
い
て
も
支
給
し
て
い
る
ほ
か
、
正

規
職
員
と
同
様
、
国
家
公
務
員
に
準
じ

て
給
与
改
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
正
規
職
員
に
準

じ
た
給
与
改
定
や
社
会
情
勢
に
対
応
し

た
処
遇
改
善
に
努
め
る
。

Ａ
　処
遇
改
善
に
努
め
る

Ｑ
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
は

議会これからの予定
《５月》　　　１５日　全員協議会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　１８日　文教厚生常任委員会
《６月》　　　２日　議会運営委員会
　　　　７日～９日　第２回定例会
　　　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　１５日　文教厚生常任委員会

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和５年第２回定例会
６月７日（水）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします



〔 １５ 〕 令和5年5月号

2005年：197人 
2015年：113人
2022年：  83人

2020年　八雲町の統計
　 ０～14歳：10％
　15～64歳：54％
　65歳以上 ：35％
　年齢不詳 ： 1％

　八雲町の出生数は、この17年で半分以下となっています。
　このことは、八雲町にとって、そして私たちの生活にとってどのような影響が
あるのでしょうか？今回は少子化について一緒に考えていきたいと思います。

・出生数が減っていくということは…
　将来、八雲町が消えてなくなる？
・働く人が少なくなって、介護が受けられない
　ことになるかも？　病院はどうなる？

　世界人口が2022年11月に80億人を超え、増加している一方で、日本は13年連続で総人口が減少。
世界銀行が公表したデータでは、合計特殊出生率の世界ランキング（2020年）で日本は191位（208
か国中）と世界の中でかなり低い水準です。
　内閣府のまとめによると日本の労働力人口は2014年に6,587万人でしたが、2060年は3,795万人に
減少すると予測されています。2040年までに900近い市区町村が消滅可能性都市に該当するとも予測
され、人口が少ない市区町村では、学校や働く場所が限られるため都市へ移住する若者や、福祉や交
通、買い物などの利便性を求めて都市へ転居する高齢者が増え、地方自治体が存続する難しさも大き
く取り上げられています。八雲町も決して他人事ではありません！

　働く人が不足します。
　病院や介護施設、保育
所、学校等が縮小してし
まうかも。

　子どもを育てるにはお金がか
かります。思う存分仕事ができ
なくなる、自由が奪われるなど
と言われているけど、メリット
もあるよ！

　働く人が減ると、税収も減り、
学校や病院、ゴミの回収などの
公共サービスが維持できなくな
るかも。

　鉄道やバスも、利用者が
減れば路線を維持できなく
なります。
　警察官や消防士などのな
り手が不足し、地域を守る
力が弱まっていくことも懸
念されます。

　今後、働く世代の負担
が今よりも重くなってい
く可能性と、年金をもら
う年齢になったときに、
医療や介護といった社会
保障の制度が維持されて
いるかどうか？



〔 １６ 〕令和5年5月号

定例会・臨時会議件一覧
令和５年第２回臨時会（令和５年２月１６日）

令和４年度八雲町病院事業会計補正予算（第３号）議案第２号令和４年度八雲町一般会計補正予算（第１１号）議案第１号

令和５年第１回定例会（令和５年３月８日～１６日）

町道路線の認定について議案第２６号令和５年度八雲町一般会計予算議案第１号

町道路線の変更について議案第２７号令和５年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算議案第２号

損害賠償額の決定について議案第２８号令和５年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算議案第３号

令和４年度八雲町一般会計補正予算（第１２号）議案第２９号令和５年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

令和４年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

議案第３０号
令和５年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計
予算

議案第５号

令和４年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計
補正予算（第１号）

議案第３１号令和５年度八雲町下水道事業特別会計予算議案第６号

令和４年度八雲町下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

議案第３２号令和５年度八雲町農業集落排水事業特別会計予算議案第７号

令和４年度八雲町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）

議案第３３号令和５年度八雲町病院事業会計予算議案第８号

令和４年度八雲町病院事業会計補正予算（第４号）議案第３４号令和５年度八雲町水道事業会計予算議案第９号

令和５年度八雲町一般会計補正予算（第１号）議案第３５号八雲町個人情報の保護に関する法律施行条例議案第１０号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第１号八雲町個人情報保護審査会条例議案第１１号

八雲町議会の個人情報の保護に関する条例発委第１号
八雲町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例

議案第１２号

持続可能な酪農・畜産経営の支援に関する意見書発委第２号
八雲町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例

議案第１３号

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意
見書

発議第１号
八雲町教育長の給与及び旅費等に関する条例の一
部を改正する条例

議案第１４号

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求
める意見書

発議第２号
八雲町職員の旅費に関する条例の一部を改正する
条例

議案第１５号

安心して必要な介護が受けられるように制度の改
善を求める意見書

発議第３号
督促手数料廃止に伴う関係条例の整理に関する条
例

議案第１６号

アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意見
書

発議第４号
八雲町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第１７号

「大軍拡大増税」に反対する意見書発議第５号
八雲町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第１８号

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを
「５類」に移行しても、医療機関や感染者への公
的支援が後退しないことを求める意見書

発議第６号
八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

議案第１９号

地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）
の促進を求める意見書

発議第７号
八雲町子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例

議案第２０号

ＬＧＢＴＱに関する差別を解消し、人権を守る法
整備を求める意見書

発議第８号八雲町国民健康保険条例の一部を改正する条例議案第２１号

最低賃金の再改定を求める意見書発議第９号八雲町設備投資促進条例を廃止する条例議案第２２号

新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常
を守る取り組みの強化を求める意見書

発議第１０号八雲町町営住宅条例の一部を改正する条例議案第２３号

予算特別委員会審査報告書
八雲町病院事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例

議案第２４号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書
八雲町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定につ
いて

議案第２５号

令和５年第３回臨時会（令和５年４月１７日）

専決処分の報告について（損害賠償額の決定につ
いて）

報告第１号令和５年度八雲町一般会計補正予算（第２号）議案第１号

専決処分の報告について（損害賠償額の決定につ
いて）

報告第２号
専決処分の承認を求めることについて
（八雲町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例）

承認第１号



〔 １７ 〕 令和5年5月号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

斎
　
藤
　
　
　
實

能
登
谷
　
正
　
人

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○○○××○○×××○○○可　　決
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求
める意見書

発議第２号

×○×××○○×××○○○否　　決
安心して必要な介護が受けられるように制度の改
善を求める意見書

発議第３号

×××××○××××○○○否　　決「大軍拡大増税」に反対する意見書発議第５号

×○××××××××○○×否　　決
新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを「５類」に移行しても、
医療機関や感染者への公的支援が後退しないことを求める意見書

発議第６号

×○×××○○×××○○○否　　決
ＬＧＢＴＱに関する差別を解消し、人権を守る法
整備を求める意見書

発議第８号

××××××××××○○×否　　決最低賃金の再改定を求める意見書発議第９号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

議会報告会の日程が決まりました（予定）

令和５年７月25日(火)
会場　はぴあ八雲　　　　①13：30～
会場　はぴあ八雲　　　　②18：30～
会場　くまいし館　　　　　13：30～
会場　落部町民センター　　18：00～ 

～皆さんの声を聞かせてください～

《２月》
　　　９日　総務経済常任委員会
　　　１６日　第２回臨時会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　２２日　総務経済常任委員会

《３月》
　　　２日　議会運営委員会
　　　７日　全員協議会
　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　総務経済常任委員会
８日～１６日　第１回定例会
　　　　　　予算特別委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　議会運営委員会

《４月》
　　　１０日　広報広聴常任委員会
　　　１３日　総務経済常任委員会
　　　１７日　第３回臨時会
　　　　　　全員協議会
　　　　　　議会運営委員会
　　　２０日　文教厚生常任委員会

議会のうごき



〔 １８ 〕令和5年5月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和５年２月から令和５年４月の

各常任委員会の活動です。

●
昭
和
湯
休
業
中
の
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
（
環
境
水
道
課
）

　
令
和
５
年
４
月
以
降
も
現
行
ど
お
り
、

バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
湯
再
開
に

向
け
た
要
請
活
動
も
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
ま
す
。

５
万
円
）、
２
割
軽
減
は
　
・
５
万
円

５３

（
現
行
　
万
円
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

５２

げ
る
。
合
計
　
万
８
９
５
０
円
の
負
担

５９

軽
減
と
な
る
。（
令
和
４
年
度
賦
課

デ
ー
タ
の
令
和
５
年
１
月
末
現
在
）

文
教
厚
生

●
水
道
管
破
裂
に
よ
る
漏
水
に
つ
い
て

（
環
境
水
道
課
）

　
令
和
５
年
２
月
に
出
雲
町
に
お
い
て

配
水
管
漏
水
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
る
住
宅
床
下
浸
水
３
件
、
車
庫
の
浸

水
２
件
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
原
因
は
大
型
車
両
の
交
通
量
の
増
加

に
よ
り
、
水
道
管
下
の
石
が
当
た
り
、

破
損
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
限
度
額
等
の

改
正
に
つ
い
て
（
住
民
生
活
課
）

課
税
限
度
額

　
１
０
４
万
円
（
現
行
１
０
２
万
円
）

に
引
き
上
げ
る
。
影
響
を
受
け
る
世
帯

は
１
６
０
世
帯
、
合
計
３
０
１
万
８
８

９
７
円
の
負
担
増
と
な
る
。（
令
和
４

年
度
賦
課
デ
ー
タ
の
令
和
５
年
１
月
末

現
在
）

減
額
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準

　
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に
お
い
て
被

保
険
者
等
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
に
つ

い
て
、
５
割
軽
減
は
　
万
円
（
現
行
　
・

２９

２８

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
積
極
的
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

　
被
害
に
あ
っ
た
ご
家
庭
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

早
急
な
対
応
を
し
て
く
れ
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

２割

所得額

国民健康保険税の課税限度額の見直し及び低所得者に係る
国民健康保険税の軽減判定所得の見直し

７割
軽減

５割

保険税額

課税限度額を引き上げることで所得の多い
世帯の負担が増える

軽減判定所得の算定を見直すことで
軽減される世帯が増える

中間所得層の被保険者の負担に
配慮した国民健康保険税の見直
しが可能となる



〔 １９ 〕 令和5年5月号

総
務
経
済

●
熊
石
サ
ー
モ
ン
種
苗
生
産
施
設
の

サ
ー
モ
ン
幼
魚
出
荷
に
つ
い
て
（
サ
ー

モ
ン
推
進
室
）

　
令
和
４
年
５
月
、
熊
石
サ
ー
モ
ン
種

苗
生
産
施
設
に
約
２
万
４
千
尾
の
稚
魚

を
搬
入
し
、
幼
魚
ま
で
育
成
し
た
う
え

で
、
令
和
４
年
　
月
　
日
～
　
日
に
か

１１

１５

１９

け
て
１
万
１
５
４
０
尾
を
熊
石
漁
港
内

の
イ
ケ
ス
に
放
流
し
、
海
面
養
殖
を
開

始
し
た
。

　
種
苗
生
産
施
設
に
残
っ
た
約
１
万
尾

の
幼
魚
は
、
引
き
続
き
育
成
し
、
令
和

４
年
　
月
に
日
本
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ー
ム

１２

（
株
）
に
出
荷
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
モ
ン
事
業
の
推
進
を
図
る

た
め
、
上
八
雲
地
区
の
民
間
ふ
化
施
設

を
令
和
４
年
度
中
に
購
入
す
べ
く
所
有

者
と
協
議
し
て
き
た
が
、
土
地
収
用
法

の
事
業
認
定
制
度
の
活
用
を
打
診
さ
れ
、

北
海
道
と
協
議
・
審
査
な
ど
の
各
種
手

続
き
が
必
要
と
な
り
、
令
和
４
年
度
中

の
購
入
は
困
難
と
な
っ
た
。

●
鉛
川
観
光
施
設
の
改
修
及
び
譲
渡
に

つ
い
て
（
商
工
観
光
労
政
課
）

施
設
の
位
置
づ
け

　
昭
和
　
年
に
開
設
し
た
公
衆
浴
場
と
、

５０

昭
和
　
年
に
併
設
し
た
温
泉
宿
泊
施
設

５５

お
ぼ
こ
荘
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
た

町
営
の
観
光
施
設
で
あ
っ
た
。

　
宿
泊
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
管
理

運
営
を
委
託
し
て
い
た
民
間
事
業
者
と

の
協
議
に
よ
り
、
平
成
　
年
９
月
に
民

１７

設
民
営
で
宿
泊
施
設
の
建
替
え
を
行
い
、

現
在
の
鉛
川
観
光
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
運
営
に
よ
り
、
観
光
振

興
を
は
じ
め
、
町
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
施
設
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
す

べ
き
貴
重
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

老
朽
化
し
た
各
種
設
備
を
改
修
し
、
譲

渡
す
る
。

現
施
設
の
所
有
者

・
宿
泊
施
設
は
民
間
事
業
者
の
所
有
。

・
温
泉
施
設
、
水
道
施
設
、
浄
水
設
備

　
及
び
温
泉
設
備
は
町
の
所
有
。

町
が
実
施
す
る
改
修
工
事
　

・
水
道
施
設
、
浄
水
設
備
及
び
温
泉
設

　
備
改
修
。

改
修
工
事
中
の
休
業
補
償
　

・
予
定
工
期
１
８
０
日
分
。

譲
渡
対
象
施
設

・
温
泉
施
設
。（
水
道
施
設
、
浄
水
設

備
及
び
温
泉
設
備
含
む
）

温
泉
施
設
の
譲
渡
に
関
す
る
こ
と
　

・
賃
貸
借
契
約
の
満
了
に
伴
う
譲
渡
。

・
町
有
地
の
売
買
。

・
老
朽
化
対
策
補
助
金
の
交
付
。

●
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
の
取
組
に
つ
い

て
（
農
林
課
）

　
平
成
　
年
度
に
町
内
農
業
者
の
協
力

３０

を
得
て
、
醸
造
用
ぶ
ど
う
数
品
種
の
試

験
栽
培
を
開
始
し
、
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
た
。

　
２
０
３
０
年
開
業
予
定
の
北
海
道
新

幹
線
を
見
据
え
、
町
内
産
ぶ
ど
う
原
料

に
よ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

担
い
手
の
育
成

　
協
力
農
家
２
名
に
引
き
続
き
協
力
を

依
頼
す
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
、
北
海
道
主
催
の
「
北
海
道

ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
受
講
な
ど
、

研
修
の
充
実
に
も
努
め
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
５
～
６
年
度
　
構
想
策
定

令
和
７
年
度
　
施
設
整
備
基
本
計
画

令
和
８
年
度
　
施
設
整
備
実
施
設
計

令
和
９
年
度
　
施
設
整
備
工
事

令
和
　
年
度
　
施
設
稼
働

１０

ワイン醸造計画

備　考７５０㎖ 瓶（本）年度

委託醸造８００本Ｒ５

委託醸造１，６００本Ｒ６

委託醸造２，４００本Ｒ７

委託醸造３，２００本Ｒ８

委託醸造５，６００本Ｒ９

自家醸造８，０００本Ｒ１０

ぶどう栽培計画

品種苗木（本）年度

ヤマソーヴィニヨン６００本Ｒ３～Ｒ４

ヤマソーヴィニヨン６００本Ｒ５～Ｒ６

ヤマソーヴィニヨン　他１，８００本Ｒ７～Ｒ８

３，０００本計
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Ｑ　八雲町の印象は？

・一番は酪農！一昨年、リングロー２０周年パー

ティーのときに八雲町からミルキーを寄付していた

だき、酪農のまちを味わいました。また、４月に着

任してすぐに研修牧場を案内していただき、その大

きさに驚くとともに、「酪農」が強く印象付けられま

した。

Ｑ　泊川集学校の活動内容は？

・一番大きな取り組みはＩＴの普及。特に高齢者の

方がスマートフォンを気軽に使えるように、無料相

談等を行っています。今はマイナポイントの申請の

お手伝いもしていますが、人気があり、今まで１００人

以上が来校してくれています。

・自治体からの相談では、防災や福祉関係の方から、

ＬＩＮＥやビデオ通話などについて相談があります。

こういった相談は、どの地域の集学校でもあります。

・今金町でも、女性団体にスマホの使い方講習会を

開催した関係で、教育委員会から声をかけていただ

き、小学校の授業にも関わりました。皆さんとても

積極的で、質問がどんどん出ていました。

Ｑ　八雲町議会のＩＴ化にも協力は可能？

・もちろん！こちらからというより、皆さんのほう

から「このようなことをしたい」という声をいただ

けると、自分たちのできることを提案させていただ

くかたちで、柔軟に対応できると思います。

Ｑ　パソコン修理の技術はどこで学んだのですか？

・小学校の頃からパソコンを分解して作り直すのが

趣味だったので、自分なりにいろいろ実験しながら

覚えていきました。

・職員は現地採用が基本ですが、現地でここまで専

門知識がある人を採用するのはなかなか難しい。

・「泊川集学校に行くとパソコン修理もスマホの使

い方も教えてもらえるよ」という声がかなり広がっ

ています。

Ｑ　廃校となった校舎を選ぶ基準はどんなところ？

・数ヶ月、車中泊しながら、ＰＲ活動と営業で全国

を回り、情報を集めて学校を決めていきます。

Ｑ　泊川集学校として最も理想的な活動は？

・買ってもらって終わりではなく、ＩＴ関係で困っ

たことがあったら、いつでも泊川集学校に相談する

と解決してもらえるという関わり方が理想。地元の

課題解決に、大いに役立っていきたいと思っていま

す。

・・・取材を終えて・・・

　とても頼りになるリングローさんと一緒に、今後、

課題解決に取り組めると思うと、私たちもわくわく

します。これからもよろしくお願いします。

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり６４．０円です。

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
先
月
、
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
た
。
道
都
札
幌
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
是
非
が
争
点

と
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
推
進
派

の
現
職
市
長
が
再
選
し
た
。
札

幌
市
民
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
賛
成
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
７
千
億
円
と
い
わ
れ
た

開
催
費
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

２
兆
円
と
も
３
兆
円
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
組
織
委
員

会
役
員
や
企
業
の
汚
職
も
次
々

と
発
覚
し
た
。

　
そ
も
そ
も
招
致
活
動
か
ら
、

何
だ
か
わ
か
ら
な
い
巨
額
の
資

金
が
誰
か
に
渡
り
、
開
催
地
が

決
ま
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
？
到
底
理
解
で
き
な
い
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
会
場
整
備
で
仕

事
が
増
え
る
の
は
地
元
企
業
に

と
っ
て
は
い
い
話
だ
し
、
世
界

一
を
か
け
た
競
技
を
身
近
に
見

ら
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
は
思
う
が
・
・
・
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
純
粋
に
楽
し
か
っ

た
な
あ
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
委
員
長
　
大
久
保
建
一

編
  集
  後
  記

佐藤さん　  佐藤校長　　古屋敷さん

泊川集学校のfacebookです。
左のQRコードからご覧ください。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

リングロー 泊川集学校 の皆さんです！

【お知らせ】
令和５年７月22日（土）に、泊川集学校開校１
周年記念イベントを行います。出店もあります
ので、是非、皆さんお集まりください！


